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体育会の取り組みが始まりました

５月２０日の体育会に向けて、取り組みが始まりました。
ゴールデンウィーク明けの５月８日、昨日までの強い雨が嘘の

ように好天となったグランドで、体育会の練習がスタートしまし
た。
まず開始式では、生徒会実行委員の進行の下、執行部から、生

徒会スローガン「Next Stage ～応炎で絆を深めよう～」が達成で
きるよう全員でがんばろう、というメッセージが伝えられました。
昨年度は全校生徒が初めての体育会だったので、手探り状態で行
いました。そんな中でもできることを精一杯やってがんばりまし
たが、今年はさらにメリハリのついた体育会にし、昨年度以上に

成功させたいという思いが込められています。
開始式の後は、赤、黄、青、緑の各ブロックごとに別れて、ブ

ロックリーダーの指示の下、結団式がありました。リーダーの紹
介や、ブロック所属の先生方の紹介、入場パフォーマンスの紹介
など、各ブロック工夫したプログラムで行われました。
これから２週間体育会の練習が行われますが、まだ体が暑さに

慣れていない時期でもあり、熱中症になりやすい状況になります。
しっかり食べて、しっかり寝て、体調管理をきちんと行うことで、
万全の体制で体育会に臨んでほしいと思います。

５月８日から、新型コロナの感染症法上の位置づけが５類に変更されました。こ
れにより、季節性インフルエンザと同等の扱いとなります。学校は、基本的にコロ
ナ以前の対応に戻りますが、ご留意いただきたいこともあります。
一つ目は、コロナ以前の季節性インフルエンザの流行時も、学校はかなり緊張感

をもって対策をしていたという点です。うがい、手洗い、咳エチケット等の励行、
感染者の出席停止措置等を行っていました。今後再び新型コロナが流行した場合、
学校として必要な対応は行ってまいりますので、ご承知おきください。ちなみに今

後コロナに罹患した場合、出席停止期間は発症後５日かつ軽快後１日となるととも
に、発症後１０日間はマスク推奨となります。
二つ目は、コロナ禍を通じて失ったことは数多くありますが、何を行うべきかの

見極めができたこともあるという点です。コロナ以前は、「やらないよりやった方
がいい」となれば、学校は多少無理をしてでもやってきました。それが長年積み重

なることで、皆様も報道等でご承知のとおり、「教員の働き方改革は喫緊の課題」
と言われるまでの状況になりました。もちろん、生徒の活動は最大限に保障しつつ
も、それ以外の部分で「削減可能な部分は削減する」姿勢で臨みたいと考えていま
すので、何卒ご理解のほどお願いいたします。

新型コロナが５類になりました
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４年ぶりに対面でのＰＴＡ総会がありました

４月１５日（土）に、４年ぶりの対面でのＰＴＡ総会が行われ
ました。この総会をもって退任される○○会長、○○・○○副会
長はじめ各種委員の皆様におかれましては、本校ＰＴＡ活動にご
尽力いただき、心から感謝いたします。そして、新しく就任され
た○○会長、○○・○○・○○・○○副会長はじめ新各種委員の
皆様におかれましては、本総会で採択された、「つなげ 絆 最高の
笑顔で ＰＯＷＥＲ！」という活動テーマを実現できるよう、本年

度活動の推進等、大変お世話をおかけいたします。

当面の日程

5/13 土 PTA環境美化作業（雨天中止） 6/5 月 中間考査（～6/6）

5/18 木 八女市PTA連合会総会 6/15 木 生徒総会

5/20 土 体育会（雨天順延） 6/16 金 ３年進路説明会

5/22 月 振替休日 6/23 月 八女地区大会壮行会

6/1 木 八女地区陸上大会 7/1 土 八女地区大会

八女市立図書館の利用をしてみませんか

八女市立図書館では近年、現田島館長をはじめ校長を経験された方が、多く

館長を務められています。このためか、八女市内の児童生徒がより本に親しむ
ことができるよう、様々な配慮をしていただいているようです。最近では電子
図書の利用など、ICTを活用した取組などもされていますので、ぜひご家族で利
用カードを作り、新しいサービスを試してみられてはいかがでしょうか。

本校の学校教育目標と本年度の重点目標については、PTA総会の折にもお話しましたが、欠席
の方もいらっしゃいましたので、あらためて簡単に説明します。（ホームページの「学校紹介」
にもリーフレットを掲載していますので、ご参照ください。）
まず、特筆すべきは、学校教育目標は長峰小、福島小と同一ということです。９年間をかけて

「こんな子どもを育てたい」という思いを３校の職員が共有しながら、教育活動に当たっていま
す。育てたいのは、絶え間なく変化していく今の時代、自立しながらも他と協働することができ、

その結果として未来を切り拓いていくことができる子どもです。「未来を切り拓く」と言っても
大げさなことではなく、これから目の前に降りかかってくる一つ一つの困難に対して、着実に乗
り越えながらその先に進むことができる力だと考えています。
さらに、その目標に着実に近づくために、「他とつながり、互いに高め合う生徒の育成」を本

年度の重点目標としています。

本校の学校教育目標と本年度の重点目標を紹介します

【３校共通の学校教育目標】自らの考えをもち、共に学び合い、心豊かにたくましく未来を切り
拓く（きりひらく）児童生徒の育成

【本年度の福島中重点目標】他とつながり、互いに高め合う生徒の育成


